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展開し、同年 12 月に日本軍は南京を攻略して軍事占領した。日本軍による南京陥落は 12 月












して多くの根拠を形成しているが、その後ジョン・ラーベ (John Rabe) の日記、ミニー・ヴォー
トリン（Minni Vautrin）の日記、Yin & Yan の写真集など 90 年代になって新たに資料が出版され、
今後さらに評価が変わる可能性を含んでいる。
本論で取り上げるのは、南京事件をテーマとした 2 つの中国系アメリカ文学の作品、ハ・
ジン（Ha Jin）の『南京レクイエム』（Nanjing Requiem）とウィン・テク・ラム（Wing Tek Lum）

































を舞台とした体験談であり、4 部とエピローグの全 52 章から成っている。第１部‘The Fall of 
the Capital’は 1937 年 12 月の日本軍占領前後の南京の混乱状況と外国人たちの行動、第 2 部‘The 
Goddess of Mercy’はそれに続く 6 か月間に起きた虐殺や強姦などとそれに対するミニ ・ーヴォー
トリンの献身的行動およびそれへの中国人からの称賛、第３部‘All the Madness’は継続する















































ら「慈しみの女神」（The Goddess of Mercy）と崇められ感謝される (Ch.22)。大部分の女性たち
が受け身の被害者となる女性・暴力・国家の枠組みの中で、ミニーは被害者を救済する役割
をはたした例外的存在であり、それゆえに国民政府からは勲章を授与されもする。しかし一

































































ウィン・テク・ラムは 1946 年にハワイ州のホノルルに生まれた 3 世の中国系アメリカ人
で、ハ・ジンより 10 歳ほど年上である。ブラウン大学を卒業後、Union Theological Seminary で
神学の修士号取得後創作活動を始めており、1973 年には広東語を学びに香港に渡っている。
高校時代に母を失ったことをきっかけに詩作を始めたとしているが、現在までに詩人として
American Book Award などを受賞している。詩集『南京大虐殺』は 2012 年に出版され、2015 年












『南京大虐殺』は 5 部 100 編の詩および前置きとエピローグの詩から成る詩集である。各部
の扉にはその内容を象徴する絵が付けられて苦悩や死を示唆し、それぞれの部に 20 前後の詩
が個別のテーマでまとめられている。テーマは、第 1 部が南京事件の前哨戦ともいうべき戦
争初期の状況、第 2 部が日本軍の殺戮の全貌、第 3 部が日本軍によるレイプから敗戦まで、







































を聞く、頭を切り落とされても奴らの悪を知ると続く“I Will Still”（175）だ。短い詩の中に ‘Even 
if …, I will… ‘というリフレインで強い糾弾の言葉が発され、日本兵に対する呪いの繰り返し
はこだまのように効果的に響き渡る。


















以上 3 つの視点は自ら語るという形の詩に表現されているが、I も We も You も出てこない


















































































７　Lisa Yoneyama,Cold War Ruins: Transpacific Critique of American Justice and Japanese War Crimes
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その 11 作品のうち 1 作を除いてすべて 90 年代後半から 2010 年代にかけての作品であ
る。
10　アン・ホワイトヘッド『記憶をめぐる人文学』参照。
11　Ha Jin Reading: Nanjing Requiem でジンはこの作品創作の経緯を詳しく語っている。
12　(　) は Nanjing Requiem の章を表す。以下同。
13　Ha Jin Reading: Nanjing Requiem 参照。
14　(　) の数字は Nanjing Requiem のページを表す。
15　2015 AAAS Book Awards, p.374.
16　以下の（　）の数字は The Nanjing Massacre: Poems のページを表す。
17　『ノーノー・ボーイ』はアジア系アメリカ文学を代表する作品で、長年埋もれていたのを
Frank Chin らが発掘して出版した。ラムは Chin とブラウン大学で出会い影響を受けたと述
べていることから、このアイデアが生じたと考えられる。ジョン・オカダ 参照。
18　この先例として Joy Kogawa の Obasan が挙げられる。これは日系カナダ人強制収容を描
き、カナダ政府による日系人への謝罪と補償のきっかけとなったといわれている。
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